
 (
1
)
日

本
側

投
入

カ
テ

ゴ
リ

ー
情

報
源

日
本

側
投

入
-
進

捗
報

告
書

-
C
/
P
及

び
J
/
E

-
質

問
票

J
1
.
専

門
家

　
(
1
)
長

期
専

門
家

同
上

-
2
0
0
8
年

1
2
月

末
ま

で
に

、
長

期
派

遣
専

門
家

（
5
7
.
7
3
M
/
M
。

薬
物

対
策

、
薬

物
分

析
、

業
務

調
整

）
3
名

、
が

派
遣

さ
れ

た
。

-
R
/
D
に

お
い

て
は

、
薬

物
対

策
、

業
務

調
整

の
二

人
が

長
期

派
遣

さ
れ

、
合

計
6
0
M
M
を

想
定

し
て

い
た

。
表

 
1

　
(
2
)
短

期
専

門
家

同
上

-
薬

物
対

策
、

薬
物

分
析

、
業

務
調

整
の

専
門

家
が

派
遣

さ
れ

た
。

（
2
8
.
5
8
M
M
。

述
べ

8
名

　
2
0
0
9
年

3
月

ま
で

予
定

を
含

む
）

。
-
R
/
D
に

お
い

て
は

、
薬

物
分

析
が

短
期

派
遣

さ
れ

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
た

。
派

遣
期

間
は

未
定

で
あ

っ
た

。

J
2
.
機

材
供

与
同

上
対

タ
イ

-
I
C
E
分

析
用

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

（
2
0
0
6
年

　
1
8
8
万

円
）

。
-
大

型
プ

リ
ン

タ
ー

(
2
0
0
8
年

　
現

地
調

達
T
H
B
1
1
8
,
0
3
0
)

-
D
B
用

P
C
3
台

及
び

付
属

品
(
2
0
0
8
年

　
現

地
調

達
T
H
B
1
3
1
,
6
1
0
)

J
3
.
日

本
で

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
同

上
-
2
0
0
7
年

9
月

に
実

施
。

2
名

、
3
週

間
表

 
2

J
4
.
終

了
時

評
価

同
上

-
2
0
0
9
年

1
月

　
実

施
(
3
人

)

J
5
.
そ

の
他

同
上

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
契

約
-
G
C
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
研

修
(
T
r
a
m
a
t
社

)
-
薬

物
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
開

発
(
I
n
f
o
M
a
n
i
a
社

)

カ
テ

ゴ
リ

ー
情

報
源

タ
イ

側
投

入
-
進

捗
報

告
書

-
C
/
P
及

び
J
/
E

-
質

問
票

T
1
.
 
C
/
P
の

配
置

同
上

-
1
1
人

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

O
N
C
B
の

3
部

局
（

A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
,
 
L
a
w
 
E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
,
 
L
a
b
o
r
a
t
o
r
y
）

よ
り

、
配

置
さ

れ
て

い
る

。
-
J
C
C
も

機
能

し
て

い
る

。
-
ラ

ボ
の

人
事

異
動

が
行

わ
れ

、
技

術
を

身
に

つ
け

た
分

析
官

が
異

動
し

た
。

表
 
3

T
2
.
 
建

物
、

施
設

同
上

-
日

本
人

専
門

家
用

執
務

室
の

供
与

（
O
N
C
B
本

部
2
室

、
N
A
T
S
I
1
室

）
秘

書
1
名

T
3
.
 
運

営
資

金
同

上
-
O
N
C
B
の

一
般

予
算

か
ら

支
出

し
て

い
る

。
T
I
D
A
(
T
h
a
i
l
a
n
d
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
C
o
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
A
g
e
n
c
y
,
 
タ

イ
国

際
開

発
協

力
機

構
)
か

ら
、

秘
書

及
び

日
本

人
専

門
家

の
た

め
の

ド
ラ

イ
バ

ー
の

給
与

を
提

供
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
た

め
の

特
別

枠
は

な
い

。
-
C
P
の

外
国

へ
の

出
張

旅
費

等
は

、
J
I
C
A
負

担
と

な
っ

て
い

る
。

T
4
.
 
分

析
機

器
の

維
持

費
同

上
-
試

薬
、

ガ
ス

な
ど

を
独

自
に

調
達

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

2
0
0
9
年

1
月

時
点

に
お

け
る

進
捗

状
況

の
サ

マ
リ

ー
参

照

2
0
0
9
年

1
月

時
点

に
お

け
る

進
捗

状
況

の
サ

マ
リ

ー
参

照

（
２

）
タ

イ
側

投
入
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活
動

情
報

源
2
0
0
9
年

1
月

時
点

に
お

け
る

進
捗

状
況

の
サ

マ
リ

ー
1
-
1
 
N
A
T
S
I
ラ

ボ
の

薬
物

等
分

析
能

力
の

評
価

を
す

る

専
門

家
報

告
書

ヒ
ア

リ
ン

グ
2
0
0
6
年

1
2
月

か
ら

2
0
0
7
年

3
月

に
か

け
て

、
日

本
人

専
門

家
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
N
A
T
S
I
の

薬
物

分
析

能
力

の
現

状
に

つ
い

て
、

検
討

を
行

っ
た

。
表

 
4

表
 
5

1
-
2
 
薬

物
分

析
研

修
の

訓
練

用
教

材
を

改
善

す
る

専
門

家
報

告
書

J
C
C
資

料
ヒ

ア
リ

ン
グ

-
日

本
人

専
門

家
が

G
C
-
M
S
を

利
用

し
た

薬
物

分
析

の
テ

キ
ス

ト
を

作
成

し
た

。
-
日

本
人

専
門

家
が

I
c
e
分

析
用

「
特

定
の

1
試

料
対

多
数

試
料

の
類

似
性

の
検

索
」

の
E
x
c
e
l
テ

ー
ブ

ル
を

作
成

し
た

。
-
N
A
T
S
I
の

分
析

官
が

Y
a
b
a
型

錠
剤

の
分

類
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

た
。

表
 
6

1
-
3
 
上

記
に

基
づ

き
、

訓
練

を
実

施
す

る
専

門
家

報
告

書
-
日

本
人

専
門

家
が

タ
イ

で
O
J
T
ベ

ー
ス

に
よ

る
研

修
を

行
っ

た
。

　
1
:
2
0
0
6
年

1
0
月

～
1
1
月

　
　

I
P
 
分

析
　

2
:
2
0
0
6
年

1
2
月

～
2
0
0
8
年

3
月

　
　

大
麻

、
ア

ヘ
ン

、
メ

タ
ア

ン
フ

ェ
タ

ミ
ン

な
ど

の
分

析
　

　
合

計
2
7
回

　
延

べ
C
/
P
人

数
4
2
人

　
　

I
C
E
分

析
の

た
め

に
、

日
本

人
専

門
家

に
よ

り
、

G
C
用

ソ
フ

ト
を

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

し
た

。
　

3
:
2
0
0
8
年

1
0
月

～
0
9
年

3
月

　
　

I
c
e
の

分
析

な
ど

、
注

意
を

要
す

る
場

合
の

分
析

ス
キ

ル
の

向
上

。
　

　
汚

染
の

防
止

技
術

。
2
-
1
 
薬

物
取

締
り

に
お

け
る

薬
物

分
析

結
果

の
活

用
状

況
や

能
力

を
評

価
す

る

専
門

家
報

告
書

ヒ
ア

リ
ン

グ
2
0
0
6
年

1
2
月

か
ら

2
0
0
7
年

1
月

に
か

け
て

、
日

本
人

専
門

家
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
O
N
C
B
に

お
け

る
薬

物
分

析
の

薬
物

取
締

り
能

力
の

状
況

に
つ

い
て

、
検

討
を

行
っ

た
。

2
-
2
 
薬

物
取

締
り

の
訓

練
教

材
を

改
善

す
る

O
N
C
B
が

独
自

に
訓

練
教

材
を

作
成

し
た

。
表

 
6

2
-
3
 
薬

物
取

締
り

に
関

す
る

訓
練

を
行

う
J
C
C
2
0
0
9
年

1
月

資
料

　
薬

物
取

締
り

に
関

す
る

訓
練

は
、

O
N
C
B
の

予
算

で
以

下
の

よ
う

に
、

実
施

さ
れ

た
。

2
0
0
8
年

分
の

概
要

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

　
タ

イ
ト

ル
：

T
r
a
i
n
i
n
g
 
o
f
 
U
t
i
l
i
z
a
t
i
o
n
 
o
f
 
D
r
u
g
 
I
m
p
u
r
i
t
y
 
P
r
o
f
i
l
i
n
g
 
f
o
r
 
L
a
w
 
E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t

 
 
時

期
：

2
0
0
8
年

7
～

8
月

　
予

算
：

6
0
1
,
7
8
5
タ

イ
バ

ー
ツ

　
場

所
：

地
方

5
ヵ

所
（

S
u
r
a
t
t
h
a
n
i
,
 
P
i
t
t
s
a
n
u
l
o
k
,
 
U
b
o
n
 
R
a
t
c
h
a
t
h
a
n
i
,
 
R
a
y
o
n
g
 
a
n
d
 
P
e
t
c
h
u
b
u
r
i
）

　
講

師
：

L
a
w
 
E
n
f
o
r
c
e
m
e
n
t
 
B
u
r
e
a
u
お

よ
び

N
A
T
S
I
職

員
　

対
象

：
取

締
関

係
者

9
8
名

(
O
N
C
B
,
県

庁
,
国

軍
,
バ

ン
コ

ク
首

都
圏

警
察

,
科

学
捜

査
警

察
,
国

境
警

備
警

察
,
3
2
県

の
警

察
。

)

2
-
4
 
薬

物
捜

査
に

薬
物

分
析

を
活

用
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

す
る

不
明

。

2
-
5
 
C
L
M
V
諸

国
に

お
い

て
も

活
用

可
能

な
方

策
と

し
て

、
薬

物
取

締
り

に
薬

物
分

析
結

果
を

活
用

す
る

こ
と

を
促

す
た

め
の

薬
物

分
析

デ
ー

タ
の

解
析

及
び

集
約

方
法

専
門

家
報

告
書

ヒ
ア

リ
ン

グ
-
薬

物
分

析
を

薬
物

取
締

り
に

活
用

す
る

た
め

、
O
N
C
B
で

使
わ

れ
て

い
る

分
類

方
法

を
元

に
し

た
薬

物
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

、
導

入
す

る
こ

と
が

有
効

で
あ

る
と

検
討

さ
れ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

押
収

さ
れ

た
薬

物
に

係
る

分
析

情
報

（
一

般
情

報
、

外
観

検
査

結
果

、
定

量
定

性
分

析
結

果
）

と
捜

査
情

報
（

一
般

情
報

、
被

疑
者

情
報

、
事

件
情

報
、

関
連

情
報

）
を

連
携

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
３

）
活

動
実

績
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3
-
1
　

C
L
M
V
諸

国
に

お
け

る
「

薬
物

取
締

り
」

・
「

薬
物

分
析

」
分

野
の

訓
練

ニ
ー

ズ
を

調
べ

る

J
C
C
(
2
0
0
7
年

6
月

)
,
 
専

門
家

報
告

書
(
2
0
0
8

年
4
月

)

2
0
0
6
年

1
2
月

か
ら

0
7
年

1
月

ま
で

の
間

、
日

本
人

専
門

家
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
C
L
M
V
を

巡
回

し
、

支
援

ニ
ー

ズ
を

調
べ

た
。

そ
の

結
果

、
C
L
M
V
各

国
の

以
下

の
よ

う
な

問
題

点
が

認
識

さ
れ

、
要

望
が

表
明

さ
れ

た
。

　
-
不

十
分

な
維

持
管

理
資

金
・

分
析

技
術

の
た

め
に

、
G
C
が

十
分

に
利

用
さ

れ
て

い
な

い
国

が
あ

る
。

　
-
C
L
M
V
は

、
外

観
分

析
を

含
む

A
T
S
薬

物
分

析
の

支
援

ニ
ー

ズ
を

表
明

し
た

。
2
0
0
7
年

3
月

に
C
L
M
V
T
と

J
I
C
A
の

共
同

会
議

で
あ

る
I
n
i
t
i
a
t
i
o
n
 
S
e
m
i
n
a
r
を

開
催

し
、

以
下

の
よ

う
な

目
標

を
設

定
し

た
。

1
:
G
C
に

よ
る

I
P
分

析
を

持
続

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
2
:
錠

剤
型

薬
物

分
析

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

C
L
M
V
各

国
に

普
及

さ
せ

る
。

3
:
薬

物
分

析
能

力
の

向
上

を
図

る
。

4
:
G
C
に

よ
る

ア
イ

ス
型

錠
剤

の
I
P
技

術
を

T
,
V
に

供
与

す
る

。
（

後
に

こ
の

項
目

の
み

削
除

。
理

由
は

専
用

の
G
C
を

V
が

用
意

で
き

な
い

た
め

。
）

3
-
2
　

C
L
M
V
諸

国
に

お
け

る
「

薬
物

取
締

り
」

・
「

薬
物

分
析

」
分

野
の

訓
練

コ
ー

ス
の

計
画

を
改

善
す

る

J
C
C
(
2
0
0
7
年

6
月

)
,
専

門
家

報
告

書

　
上

記
の

支
援

ニ
ー

ズ
調

査
の

結
果

、
3
月

の
セ

ミ
ナ

ー
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
2
0
0
7
年

6
月

の
J
C
C
に

お
い

て
、

以
下

の
よ

う
な

訓
練

コ
ー

ス
を

計
画

し
た

。

[
薬

物
分

析
]

　
2
0
0
7
年

7
月

,
9
月

に
タ

イ
に

お
け

る
地

域
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
2
回

）
　

2
0
0
7
年

8
-
9
月

に
国

内
研

修
の

準
備

　
2
0
0
7
年

9
-
2
0
0
8
年

3
月

国
内

研
修

の
実

施
　

2
0
0
8
年

6
月

,
7
月

に
タ

イ
に

お
け

る
地

域
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
2
回

）
　

2
0
0
8
年

8
-
9
月

に
国

内
研

修
の

準
備

　
2
0
0
8
年

9
-
2
0
0
9
年

3
月

国
内

研
修

の
実

施
[
薬

物
取

締
り

]
　

2
0
0
7
年

6
月

,
7
月

に
タ

イ
に

お
け

る
地

域
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
2
回

）
　

2
0
0
7
年

8
-
9
月

に
国

内
研

修
の

準
備

　
2
0
0
7
年

9
-
2
0
0
9
年

3
月

国
内

研
修

の
実

施
　

2
0
0
8
年

6
月

,
7
月

に
タ

イ
に

お
け

る
地

域
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
2
回

）
　

2
0
0
8
年

8
-
9
月

に
国

内
研

修
の

準
備

　
2
0
0
8
年

9
-
2
0
0
9
年

3
月

国
内

研
修

の
実

施
[
地

域
セ

ミ
ナ

ー
]

　
2
0
0
8
年

5
月

　
第

2
回

地
域

セ
ミ

ナ
ー

　
ベ

ト
ナ

ム
　

2
0
0
9
年

3
月

　
最

終
地

域
セ

ミ
ナ

ー
　

バ
ン

コ
ク

3
-
3
　

C
L
M
V
諸

国
に

お
け

る
「

薬
物

取
締

り
」

・
「

薬
物

分
析

」
分

野
の

訓
練

教
材

の
改

善
を

行
う

全
体

の
計

画
に

基
づ

き
、

日
側

、
タ

イ
側

の
講

師
が

そ
れ

ぞ
れ

の
訓

練
教

材
を

作
成

し
た

。
日

本
人

専
門

家
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

は
教

材
開

発
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
付

き
助

言
を

行
っ

た
。
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表
 
7

3
-
5
　

訓
練

の
成

果
に

つ
い

て
評

価
を

行
い

、
教

訓
を

引
き

出
す

専
門

家
報

告
書

(
0
8
年

6
月

)
-
評

価
は

受
講

者
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

に
基

づ
い

て
い

る
。

講
師

に
よ

り
、

受
講

者
の

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
て

内
容

を
調

整
し

て
い

る
。

3
-
6
　

評
価

や
反

省
に

基
づ

き
訓

練
コ

ー
ス

の
見

直
し

や
改

善
を

行
う

運
営

指
導

調
査

（
0
8
年

5
月

）
2
0
0
8
年

5
月

に
J
I
C
A
本

部
よ

り
、

運
営

指
導

調
査

団
が

行
わ

れ
、

特
に

C
L
M
V
向

け
の

活
動

に
つ

い
て

、
見

直
さ

れ
、

以
下

の
6
点

を
協

力
活

動
の

柱
と

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
側

と
協

議
し

、
お

よ
そ

の
合

意
を

得
た

。
　

1
:
外

観
検

査
技

術
を

含
む

薬
物

分
析

技
術

の
向

上
　

2
:
薬

物
分

析
機

器
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

体
制

の
構

築
　

3
:
薬

物
分

析
結

果
が

活
用

さ
れ

る
た

め
の

薬
物

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
　

4
:
薬

物
対

策
/
取

締
機

関
に

お
け

る
簡

易
判

定
試

薬
活

用
　

5
:
薬

物
取

締
官

の
た

め
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

整
備

　
6
:
薬

物
取

締
官

の
知

識
・

技
術

の
向

上
(
取

締
一

般
、

分
析

結
果

の
活

用
)

以
下

の
研

修
・

訓
練

を
実

施
し

た
。

-
S
e
m
i
n
a
r

　
I
n
i
t
i
a
t
i
o
n
 
S
e
m
i
n
a
r
 
0
7
/
3
/
2
1
 
B
a
n
g
k
o
k
 
各

国
4
名

x
4
ヶ

国
-
L
e
a
d
e
r
s
 
W
o
r
k
s
h
o
p
 
i
n
 
T
h
a
i
l
a
n
d

　
薬

物
対

策
　

第
1
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

0
7
/
6
/
4
-
6
/
8
　

各
国

5
名

ｘ
4
ヶ

国
　

　
　

　
　

　
第

2
回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

0
7
/
7
/
2
3
-
7
/
2
7
　

各
国

5
名

ｘ
4
ヶ

国
　

薬
物

分
析

　
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

　
0
7
/
7
/
1
6
-
7
/
2
0
　

各
国

2
名

ｘ
4
ヶ

国
-
I
n
-
C
o
u
n
t
r
y
 
T
r
a
i
n
i
n
g

　
薬

物
取

締
り

セ
ミ

ナ
ー

（
表

８
）

　
薬

物
分

析
セ

ミ
ナ

ー
（

表
８

）
-
G
C
維

持
管

理
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

 
(
2
0
0
8
年

9
月

～
1
1
月

)
 
 
T
r
a
m
a
t
社

に
よ

り
C
L
M
V
1
ヶ

国
あ

た
り

3
日

（
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
1
日

,
研

修
2
日

。
た

だ
し

、
ベ

ト
ナ

ム
は

2
箇

所
（

ハ
ノ

イ
お

よ
び

ホ
ー

チ
ミ

ン
）

）
。

-
薬

物
分

析
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
設

置
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

 
(
2
0
0
9
年

1
月

～
2
月

)
 
 
I
n
f
o
m
a
n
i
a
社

に
よ

り
、

C
L
M
V
1
ヶ

国
あ

た
り

2
～

3
日

。

3
-
4
　

訓
練

を
実

施
す

る

 
  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
要
約

指
標

デ
ー

タ
入
手
手
段

2
0
0
9
年
1
月

時
点
に
お
け
る

達
成
状
況
の

サ
マ
リ
ー

達
成
度

の
評
価

上
位
目
標
：

　
薬
物
対
策
協

力
の
枠
組
み

、
特

に
カ
ン
ボ
ジ
ア

、
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ベ
ト

ナ
ム
、
タ
イ

に
お

け
る
薬
物
分
析

か
ら
得
ら
れ

る
科

学
的
な
証
拠
に

基
づ
く
薬
物

取
締

り
が
強
化
さ
れ

る
。

1
.
地
域
の
関
連

機
関
間

で
、
薬
物
分
析

結
果
が

交
換
さ
れ
る
。

2
.
リ
ソ
ー
ス
パ

ー
ソ
ン

（
薬
物
管
理
・

薬
物
分

析
の
教
官
、
維

持
管
理

技
師
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）
の

リ
ス
ト
が
参
加

国
間
で

共
有
さ
れ
る
。

1
.
関
連
参

加
機
関
の
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記
録

2
.
リ
ソ
ー

ス
パ
ー
ソ
ン
・

リ
ス

ト

　
　
上
位
目
標

の
達
成
状
況

に
つ
い
て
、
現

時
点
で
は
判
断

す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、

上
位
目
標
に

向
け
た
、
以
下

の
よ
う
な
進

捗
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
 
薬
物
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
設

置
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
円
滑
な

運
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
N
A
T
S
I
で
は
、

I
P
の
結
果
が
蓄

積
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
標
準
化

さ
れ
た
新
規
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
っ
て
、
デ

ー
タ
交
換
の

手
法
が
よ
り
改

善
さ
れ
う
る

。
デ
ー
タ
交
換

が
、
よ
り
頻
繁

に
行
わ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ

れ
る
。

・
 
タ
イ
の
専

門
家
リ
ス
ト
は

作
成
さ
れ
て
い

る
。
N
A
T
S
I
は

、
C
L
M
V
諸
国
が

O
N
C
B
に
コ
ン

タ
ク
ト
す
る

際
の
窓
口
を
ト

ピ
ッ
ク
ご
と

に
指
定
し
て
い

る
。
し
か
し
、

C
L
M
V
諸
国
で

は
リ
ソ
ー
ス
パ

ー
ソ
ン
の
リ

ス
ト
を
作
成
し

て
お
ら
ず
、

交
換
も
さ
れ
て

い
な
い
。

-
-
-
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

：
　

法
執

行
、

薬
物

分
析

/
不

純
物

分
析

の
分

野
に

お
け

る
域

内
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
に

対
す

る
技

術
支

援
を

提
供

す
る

た
め

の
、

薬
物

分
析

と
不

純
物

分
析

の
能

力
を

よ
り

向
上

さ
せ

る
。

1
.
O
N
C
B
の

N
A
T
S
I
が

、
地

域
に

お
け

る
薬

物
分

析
と

不
純

物
分

析
の

本
格

的
な

機
関

に
ア

ッ
プ

グ
レ

ー
ド

さ
れ

る
。

2
.
O
N
C
B
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

薬
物

管
理

と
薬

物
分

析
の

訓
練

コ
ー

ス
の

教
官

/
講

師
と

し
て

、
従

事
す

る
。

1
.
O
N
C
B
の

活
動

記
録

（
予

算
、

機
材

、
人

材
）

2
.
C
P
が

作
成

し
た

訓
練

コ
ー

ス
と

教
材

の
報

告
書

1
.
N
A
T
S
I
の

能
力

向
上

が
図

ら
れ

、
地

域
に

お
け

る
本

格
的

な
薬

物
分

析
機

関
と

し
て

認
識

さ
れ

て
い

る
。

2
.
O
N
C
B
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

各
国

に
お

い
て

、
教

官
/
講

師
と

し
て

の
能

力
を

身
に

つ
け

た
。

中
程

度

成
果

1
.
N
A
T
S
I
ラ

ボ
の

薬
物

と
関

連
物

質
の

分
析

能
力

が
向

上
す

る
。

1
.
N
A
T
S
I
,
O
N
C
B
の

薬
物

分
析

官
が

不
純

物
分

析
、

外
観

分
析

の
技

能
を

習
得

す
る

。

１
.
A
T
S
/
I
C
E
分

析
実

績
(
表

5
)

2
.
N
A
T
S
I
分

析
官

リ
ス

ト
(
表

4
)

3
.
研

修
教

材
(
表

6
)

4
.
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー


 
錠

剤
型

覚
せ

い
剤

（
ア

ン
フ

ェ
タ

ミ
ン

系
錠

剤
覚

せ
い

剤
、

A
m
p
h
e
t
a
m
i
n
e
-
t
y
p
e

S
t
i
m
u
l
u
s
、

以
下

A
T
S
）

の
外

観
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
お

よ
び

G
C
を

利
用

し
た

不
純

物
分

析
を

、
指

導
で

き
る

能
力

が
あ

る
。


 
3
名

の
分

析
官

の
A
T
S
の

不
純

物
分

析
の

ス
キ

ル
が

向
上

し
、

結
晶

型
覚

せ
い

剤
（

C
r
y
s
t
a
l
-
t
y
p
e
 
M
e
t
h
a
m
p
h
e
t
a
m
i
n
e
 
S
t
i
m
u
l
u
s
、

以
下

I
C
E
）

の
不

純
物

分
析

に
つ

い
て

も
、

技
術

を
習

得
し

つ
つ

あ
る

。


 
I
C
E
の

不
純

物
分

析
の

た
め

に
は

、
分

析
の

精
度

管
理

、
そ

の
た

め
の

デ
ー

タ
管

理
と

蓄
積

が
き

わ
め

て
重

要
で

あ
る

。
不

純
物

分
析

ニ
ー

ズ
や

周
辺

国
の

支
援

ニ
ー

ズ
の

増
大

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

N
A
T
S
I
分

析
官

の
分

担
体

制
や

人
事

配
置

、
分

析
官

間
の

知
識

の
移

転
を

含
め

た
人

材
育

成
が

重
要

で
あ

る
。

中
程

度

2
.
薬

物
分

析
と

薬
物

法
執

行
の

連
携

が
強

化
さ

れ
る

1
.
捜

査
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
/
マ

ニ
ュ

ア
ル

/
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
が

開
発

さ
れ

、
配

布
さ

れ
る

。

1
.
国

内
訓

練
の

教
材

(
表

6
)

2
.
J
C
C
M
資

料
（

0
9
年

1
月

）
・

 
O
N
C
B
は

、
す

で
に

薬
物

情
報

シ
ス

テ
ム

を
確

立
し

て
お

り
、

ま
た

、
分

析
や

外
観

検
査

の
結

果
・

証
拠

に
基

づ
く

捜
査

、
戦

略
的

な
取

締
り

方
策

等
に

か
か

る
国

内
研

修
を

独
自

に
行

う
な

ど
、

自
立

性
は

高
い

。
・

 
連

携
強

化
に

関
し

て
は

、
次

の
よ

う
な

実
績

が
あ

る
。

①
薬

物
捜

査
官

は
押

収
し

た
薬

物
を

、
デ

ジ
タ

ル
カ

メ
ラ

で
撮

影
し

、
そ

れ
を

N
A
T
S
I
に

送
付

す
る

と
、

警
察

署
に

分
析

結
果

が
返

送
さ

れ
る

。
②

す
べ

て
の

警
察

署
に

簡
易

判
定

試
薬

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
③

O
N
C
B
分

析
官

が
、

地
方

の
分

析
官

に
対

し
て

、
薬

物
分

析
の

結
果

を
捜

査
に

反
映

さ
せ

る
た

め
の

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

・
 
O
N
C
B
は

薬
物

捜
査

官
向

け
の

教
材

を
独

自
に

作
成

し
て

い
る

。
・

 
周

辺
国

向
け

に
開

発
し

た
薬

物
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
は

タ
イ

と
共

通
の

デ
ー

タ
分

類
等

を
用

い
て

お
り

、
O
N
C
B
に

も
導

入
予

定
が

あ
る

。

高
い

3
.
O
N
C
B
教

官
の

法
執

行
と

薬
物

分
析

/
不

純
物

分
析

の
分

野
に

お
け

る
訓

練
実

施
能

力
が

強
化

さ
れ

る
。

1
.
O
N
C
B
の

C
P
が

、
取

締
り

と
薬

物
分

析
に

関
し

て
、

域
内

の
C
P
か

ら
要

求
さ

れ
た

場
合

、
指

導
助

言
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
2
.
薬

物
管

理
と

薬
物

分
析

の
O
N
C
B
教

官
の

リ
ス

ト
が

編
成

さ
れ

る
。

3
.
薬

物
管

理
と

薬
物

分
析

の
教

材
（

教
科

書
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
）

が
、

O
N
C
B
に

蓄
積

さ
れ

る
。

1
.
訓

練
の

報
告

書
と

評
価

2
.
C
L
M
V
研

修
参

加
者

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

3
.
教

官
リ

ス
ト

1
.
外

観
検

査
に

つ
い

て
は

C
L
M
V
各

国
が

、
O
N
C
B
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
基

に
し

て
、

導
入

す
る

こ
と

が
合

意
さ

れ
た

。
O
N
C
B
側

か
ら

2
国

間
の

チ
ャ

ネ
ル

を
通

じ
て

、
指

導
女

権
を

提
供

し
て

い
る

。
2
.
O
N
C
B
教

官
は

、
日

本
側

と
比

べ
て

技
術

的
に

発
展

段
階

に
あ

る
も

の
の

、
総

じ
て

C
L
M
V
よ

り
も

高
い

経
験

や
知

識
は

、
情

報
の

少
な

い
C
L
M
V
に

と
っ

て
非

常
に

有
益

で
あ

っ
た

。
一

部
の

国
で

は
言

語
の

面
か

ら
親

和
性

が
高

い
点

も
有

利
に

働
い

て
い

る
。

O
N
C
B
に

よ
る

既
存

の
日

常
的

な
情

報
交

換
の

関
係

と
相

ま
っ

て
、

研
修

や
教

材
と

い
っ

た
総

合
的

な
フ

ォ
ロ

ー
が

期
待

で
き

る
。

3
.
教

官
の

リ
ス

ト
は

作
成

さ
れ

て
い

る

高
い
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表
２

：
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
員

リ
ス

ト
 

研
修
員

職
位

分
野

期
間

日
本
に
お

け
る
訪

問
先

ワ
ン
チ
ャ
イ
・
デ

ィ
サ
テ
ス

M
r. 

W
an

ch
ai

 D
is

at
es

A
ss

is
ta

nt
 D

ire
ct

or
, L

ED
, O

N
C

B

サ
ラ
ワ
ッ
ト
・
パ
ク
デ
ィ
ー

M
r. 

Sa
ra

w
ut

 P
ak

de
e

Se
ni

or
 O

ffi
ce

r, 
LE

D
, O

N
C

B
薬
物
対
策

20
07

年
9 月

24
日

～
10

月
10

日

警
察

庁
、
海

上
保

安
庁

、
科

学
捜

査
研

究
所

、
警

察
学

校
、
京

都
府

警
な
ど
。

 
 表

３
：
O

N
C

B
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
リ

ス
ト

 
20

09
年

1
月
現
在

名
前

職
位

M
r. 

C
ha

rtc
ha

i S
ut

hi
kl

om
薬
物
統
制
上
級
顧

問

M
s. 

R
ac

ha
ni

ko
rn

 S
ar

as
iri

外
事
局
局
長

M
r. 

K
ra

iv
ud

h 
M

an
ee

ra
ta

na
 (T

ok
)

薬
物
取
締
局
　
チ
ー
フ

M
r. 

Su
kh

um
 O

pa
sn

ip
ut

h
薬
物
取
締
局
局
長

M
r. 

W
an

ch
ai

 D
is

at
es

薬
物
取
締
局
副
局

長

M
r. 

C
ho

tip
un

 Ju
lla

pe
ch

薬
物
取
締
官
監
督

官

M
r. 

V
ic

he
t P

ut
ha

vi
riy

ak
or

n
N

A
TS

I 所
長

M
s.K

an
ya

na
n 

K
on

gp
at

ni
tir

oj
 (P

om
)

薬
物
監
視
・
技
術

課
　
チ
ー
フ

M
s. 

W
ip

ha
da

 P
an

ok
 (W

ea
w

)
薬
物
状
況
監
視
デ

ー
タ
処
理
課
　
チ
ー
フ

M
r. 

A
m

or
nc

ha
i T

rik
un

ak
or

nw
on

g 
(S

on
e)

薬
物
分
析
官

M
s. 

Su
pa

w
ad

ee
 B

oo
ny

ap
ita

ks
 (K

oi
)

薬
物
分
析
官

M
s. 

Ju
th

am
ar

d 
Ph

or
ac

ha
ta

 (M
ar

d)
  (

U
p 

to
 N

ov
. 2

00
8)

薬
物
分
析
官

出
所

: O
N

C
B

.

2薬
物

取
締

局
（

LE
B
）

3 
薬

物
分

析
技

術
サ
ー

ビ
ス
研

究
所

 (N
A

T
SI

)

1 
総

務

 
         

－65－



表
４

：
N

A
T
S
I分

析
官

と
そ

の
習

得
技

能
 

薬
物

分
析

A
TS

不
純

物
分

析

 IC
E

不
純

物
分

析
教

官
外

観
分

析

1
M

s. 
K

an
ya

na
n 

K
on

gp
at

ni
tir

oj
上

級
分
析

官
X

X
X

X
X

不
純
物

分
析
の
連
絡

担
当

2
M

s. 
W

i p
ha

da
 P

an
ok

上
級
分
析

官
X

X
X

X
デ

ー
タ
ベ
ー

ス
の
連
絡

担
当

3
M

r. 
A

m
or

nc
ha

i T
rik

un
ak

on
w

on
g

分
析
官

X
X

X
新

規
に
雇
用

4
M

s. 
Po

rn
jit

 S
ud

ja
i

分
析
官

X
X

X
新

規
に
雇
用

5
M

r. 
W

ee
ra

yu
t H

on
gd

an
kl

an
g

分
析
官

X
X

X
新

規
に
雇
用

6
M

s. 
Su

pa
w

ad
ee

 B
oo

ny
ap

ita
ks

分
析
官

X
X

X
X

X
新

規
に
雇
用

7
M

s. 
R

at
re

e 
Sr

im
ak

分
析
官

X
X

X
X

新
規
に
雇
用

8
M

s. 
Ja

id
ee

 D
ou

n g
ch

an
分

析
官

X
X

X
新

規
に
雇
用

9
M

s. 
Su

pa
po

rn
 K

ho
ng

ra
m

分
析
官

X
X

新
規
に
雇
用

10
M

s. 
R

en
u 

K
ha

m
ho

m
分

析
官

X
新

規
に
雇
用

11
M

s. 
Ja

nc
hi

ra
 C

ha
le

e
分

析
官

X
新

規
に
雇
用

出
所

: N
A

TS
I.

習
得

し
た
技

能

注
名

前
職

位
C

/P

 
 表

５
：
N

A
T
S
Iに

お
け

る
不

純
物

分
析

の
実

施
状

況
 

不
純

物
分

析
TF

Y
20

05
TF

Y
20

06
TF

Y
20

07
TF

Y
20

08
A

TS
69

5
86

2
1,

00
7

1,
01

5
Ic

e
出
所

: N
A

TS
I.

注
: T

FY
( タ

イ
財

政
年

度
）
は

10
月
か
ら
、
翌
年

9 月
ま
で
で
あ
る
。

TF
Y

 2
00

8 は
20

07
年

10
月
か
ら
、

20
08

年
9 月

ま
で
。

合
計

24
3
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表
７

：
C

L
M

V
諸

国
向

け
研

修
と

担
当

講
師

リ
ス

ト
 

 T
ab

le
 7

C
L

M
V
向

け
研

修
と
そ
の
講

師
月
日

開
催

国
会
議
の

テ
ー
マ

そ
の
他

種
類

 
A

T
C

J
JP

K
K

SB
W

P
K

D
K

K
K

M
O

O
TK

07
/6

/4
-8

タ
イ

リ
ー

ダ
ー

W
S

薬
物

取
締

り
X

X
X

X
X

K
ra

iv
ud

h,
 W

an
ch

ai
,

V
ic

he
t , 

R
av

iw
an

,
07

/7
/1

6
-2

0
タ
イ

リ
ー

ダ
ー

W
S

薬
物

分
析

X
X

X
X

X
X

X
V

ic
he

t, 
Su

dj
ai

07
/7

/2
3

-2
7

タ
イ

リ
ー

ダ
ー

W
S

薬
物

取
締

り
X

X
X

X
K

ra
iv

ud
h,

 N
or

at
ha

p,
V

ic
he

t , 
R

av
iw

an
,

08
/3

/1
1

-1
3

ラ
オ
ス

国
内

研
修

薬
物

分
析

X
X

08
/3

/1
7

-2
0

ベ
ト
ナ
ム

国
内

研
修

薬
物

分
析

X
X

ハ
ノ
イ
、
ホ
ー

チ
ミ
ン

08
/3

/2
4

-2
6

カ
ン
ボ
ジ
ア

国
内

研
修

薬
物

分
析

X
X

08
/4

/2
4

カ
ン
ボ
ジ
ア

国
内

研
修

薬
物

取
締

り
X

(N
A

C
D
に
よ
る
開

催
)

オ
ブ
サ
ー

バ
ー

参
加

08
/5

/2
9

-3
0

カ
ン
ボ
ジ
ア

ガ
イ
ダ
ン
ス

薬
物

分
析

X
X

08
/8

/2
6

-2
8

ミ
ャ
ン
マ
ー

国
内

研
修

薬
物

取
締

り
X

X
08

/1
0/

7
-9

ミ
ャ
ン
マ
ー

国
内

研
修

薬
物

取
締

り
X

X
X

08
/1

1/
4

-7
ラ
オ
ス

国
内

研
修

薬
物

取
締

り
X

X
X

08
/1

1/
24

-2
8

カ
ン
ボ
ジ
ア

国
内

研
修

薬
物

取
締

り
X

X
X

08
/1

2/
15

-1
9

ラ
オ
ス

国
内

研
修

薬
物

分
析

X
X

X
08

/1
2/

23
-2

4
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
内

研
修

薬
物

分
析

X
X

X
09

/1
/1

3
-1

6
ラ
オ
ス

国
内

研
修

薬
物

取
締

り
X

X
X

09
/2

/3
-5

ラ
オ
ス

国
内

研
修

薬
物

分
析

X
X

X
X

X
予

定
09

/2
/1

7
-1

9
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
内

研
修

薬
物

取
締

り
X

X
X

予
定

出
所

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

.

注
：
講

師
の
イ
ニ
シ
ャ
ル

タ
イ
側

日
本

側
A

T:
 M

r. 
A

m
or

nc
ha

i T
rik

un
ak

or
nw

on
g 

(S
on

e)
K

D
:

黒
川

大
助

C
J:

 M
r. 

C
ho

tip
un

 Ju
lla

pe
ch

K
K

:
小

坂
孝

一
JP

: M
s. 

Ju
th

am
ar

d 
Ph

or
ac

ha
ta

 (M
ar

d)
 

K
M

: 木
村

昌
彦

K
K

: M
s. 

K
an

ya
na

n 
K

on
gp

at
ni

tir
oj

 (P
om

)
O

O
:

大
津

留
修

SB
: M

s. 
Su

pa
w

ad
ee

 B
oo

ny
ap

ita
ks

 (K
oi

) 
TK

:
高

市
憲

一
W

P:
 M

s. 
W

ip
ha

da
 P

an
ok

 (W
ea

w
)

O
N

C
B
講

師
日

本
側

講
師

注
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表
８

：
C

L
M

V
諸

国
向

け
研

修
と

セ
ミ

ナ
ー

実
績

（
薬

物
取

締
り

／
薬

物
分

析
）
 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

薬
物

取
締

国
内

研
修

実
績

N
o1

.　
(二

国
間

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

主
催

セ
ミ

ナ
ー

に
参

加
）

実
施

日
：

2
0
0
8
年

４
月

2
4
日

(木
）

場
所

：
シ

ェ
ム

リ
ア

ッ
プ

空
港

職
員

事
務

所
内

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

1

講
師

：
D

r.
 M

e
as

 V
yr

it
h
, 
D

ir
e
ct

or
 o

f 
N

A
C

D
 L

ab
.

M
s.

 C
hh

im
 S

ui
ti
b
un

ri
th

, 
D

e
p
u
ty

 d
ir
ec

to
r 

o
f 

N
A

C
D

 L
ab

.

木
村

昌
彦

専
門

家
(薬

物
対

策
）
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー

竹
内

宏
之

専
門

家
（
二

国
間

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

内
容

：
薬

物
の

基
礎

的
知

識

薬
物

簡
易

判
定

試
薬

キ
ッ

ト
の

使
用

方
法

（
木

村
専

門
家

助
言

）

研
修

参
加

者
：

シ
ェ

ム
リ

ア
ッ

プ
国

際
空

港
に

勤
務

す
る

法
執

行
官

等
計

２
８

名

内
訳

：
税

関
８

名
、

入
国

管
理

警
察

官
５

名
、

軍
警

察
官

２
名

、
ビ

ザ
警

察
官

２
名

、
空

港
管

理
官

６
名

、
他

機
関

５
名

N
o
2
.

実
施

日
：

2
0
0
8
年

1
1
月

2
4
日

(月
）
-
2
8
日

(金
）
：
５

日
間

場
所

：
H

o
te

l 
C

am
b
o
d
ia

n
a 

（
プ

ノ
ン

ペ
ン

）

講
師

：
D

r.
 M

e
as

 V
yr

it
h
, 
D

ir
e
ct

or
 o

f 
N

A
C

D
 L

ab
.

黒
川

大
助

専
門

家
(薬

物
対

策
）

M
s.

 K
an

ya
n
an

 K
on

gp
at

n
it
ir
o
j（

O
N

C
B

薬
物

分
析

技
術

研
究

所
上

席
研

究
官

）

M
r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 J

ul
ap

e
c
h
（
O

N
C

B
薬

物
取

締
局

薬
物

捜
査

官
監

督
官

）

研
修

内
容

：

1
1
月

2
4
日

(月
）

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

薬
物

情
勢

　
（
D

r.
 M

e
as

 V
yr

it
h）

日
本

の
薬

物
捜

査
（
黒

川
専

門
家

）

1
1
月

2
5
日

(火
）

押
収

薬
物

管
理

（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

薬
物

成
分

分
析

要
領

（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

1
1
月

2
6
日

(水
）

不
純

物
分

析
デ

ー
タ

と
外

観
検

査
の

原
理

（
M

r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 ）

薬
物

捜
査

手
法

（
M

r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 ）

不
純

物
分

析
デ

ー
タ

と
外

観
検

査
手

法
（
M

r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 ）

1
1
月

2
7
日

(木
）

薬
物

情
報

収
集

と
情

報
分

析
要

領
（
M

r.
 C

h
ot

ip
u
n
 ）

捜
査

情
報

分
析

（
M

r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 ）

1
1
月

2
8
日

(金
）

質
疑

応
答

(D
r.
 M

e
as

 V
yr

it
h
・
黒

川
専

門
家

・
M

r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 ）

研
修

参
加

者
：
全
国
24
州
薬
物
捜
査
担
当
官
71
名
、
警
察
学
校
１
名
、
税
関
１
名
、
麻
薬
対
策
局
2
名
、
C
A
M
2
名
、
N
A
C
D
2
名
、
計
79

名

C
A

M
2

N
A

C
D

2

１
．

カ
ン

ボ
ジ

ア
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N
o
1
.

実
施

日
：

2
0
0
8
年

1
1
月

4
日

(火
）
-
７

日
(金

）
：
4
日

間

場
所

：
L
an

e
 X

an
g 

H
o
te

l（
ヴ

ィ
エ

ン
チ

ャ
ン

）

講
師

：
M

r 
O

u
n
gs

e
n
g 

V
ix

ay
 （

L
C

D
C

長
官

）

黒
川

大
助

専
門

家
(薬

物
対

策
）

M
s.

 K
an

ya
n
an

 K
o
n
gp

at
n
it
ir
o
j（

O
N

C
B

薬
物

分
析

技
術

研
究

所
上

席
研

究
官

）

M
r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 J

u
la

pe
c
h
（
O

N
C

B
薬

物
取

締
局

薬
物

捜
査

官
監

督
官

）

研
修

内
容

：

1
1
月

４
日

(火
）

ラ
オ

ス
の

薬
物

情
勢

　
（
M

r 
O

u
n
gs

e
n
g 

V
ix

ay
）

日
本

の
薬

物
捜

査
（
黒

川
専

門
家

）

1
1
月

5
日

(水
）

押
収

薬
物

管
理

（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

薬
物

成
分

分
析

要
領

（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

1
1
月

6
日

(木
）

薬
物

事
犯

情
報

収
集

要
領

と
薬

物
プ

ロ
フ

ァ
イ

リ
ン

グ
（
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

大
量

薬
物

押
収

事
件

と
薬

物
成

分
分

析
事

例
（
M

r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 ）

1
1
月

7
日

(金
）

薬
物

事
犯

情
報

収
集

と
情

報
分

析
（
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

質
疑

応
答

(M
s.

 K
an

ya
n
an

・
黒

川
専

門
家

・
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

研
修

参
加

者
：

国
内

中
部

地
域

在
勤

の
薬

物
捜

査
担

当
官

３
０

名

N
o
.2

実
施

日
：

2
0
0
9
年

1
月

1
3
日

(火
）
-
1
5
日

(木
）
：
3
日

間

場
所

：
C

h
am

p
a 

G
ra

n
d
 H

o
te

l(
パ

ク
セ

ー
）

講
師

：
M

r 
O

u
n
gs

e
n
g 

V
ix

ay
 （

L
C

D
C

長
官

）

黒
川

大
助

専
門

家
(薬

物
対

策
）

M
s.

 K
an

ya
n
an

 K
o
n
gp

at
n
it
ir
o
j（

O
N

C
B

薬
物

分
析

技
術

研
究

所
上

席
研

究
官

）

M
r.
 C

h
o
ti
p
u
n
 J

u
la

pe
c
h
（
O

N
C

B
薬

物
取

締
局

薬
物

捜
査

官
監

督
官

）

研
修

内
容

：

1
月

1
3
日

(火
）

ラ
オ

ス
の

薬
物

情
勢

　
（
M

r 
O

u
n
gs

e
n
g 

V
ix

ay
）

日
本

の
薬

物
捜

査
（
黒

川
専

門
家

）

1
月

1
4
日

(水
）

不
純

物
分

析
と

外
観

検
査

（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

薬
物

事
犯

情
報

収
集

と
情

報
分

析
（
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

1
月

1
5
日

(木
）

薬
物

事
犯

捜
査

情
報

分
析

（
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

テ
ス

ト
キ

ッ
ト

活
用

・
薬

物
成

分
分

析
要

領
（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

質
疑

応
答

(M
s.

 K
an

ya
n
an

・
黒

川
専

門
家

・
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

研
修

参
加

者
：

国
内

南
部

地
域

在
勤

の
薬

物
捜

査
担

当
官

３
１

名

２
．

ラ
オ

ス
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N
o
1
.

実
施

日
：

2
0
0
8
年

8
月

2
6
日

(火
）-

2
8
日

(木
）
：
3
日

間

場
所

：
C

C
D

A
C

本
庁

（
ネ

ピ
ト

ー
）

講
師

：
P

o
l.L

t.
C

o
l. 

K
yi

 S
oe

（
D

e
pu

ty
 D

ir
e
c
to

r 
of

 L
aw

 E
n
fo

rc
e
m

e
n
t 

D
e
pa

rt
m

e
n
t,
 C

C
D

A
C

）

M
s.

 K
an

ya
n
an

 K
o
n
gp

at
n
it
ir
o
j（

O
N

C
B

薬
物

分
析

技
術

研
究

所
上

席
研

究
官

）

M
r.
 C

h
o
ti
pu

n
 J

u
la

pe
c
h
（
O

N
C

B
薬

物
取

締
局

薬
物

捜
査

官
監

督
官

）

研
修

内
容

：

8
月

2
6
日

(火
）

D
ru

g 
S
it
u
at

io
n
 i
n
 M

ya
n
m

ar
 a

n
d
 t

h
is

 R
e
gi

o
n（

P
o
l.L

t.
C

o
l.K

yi
 S

o
e
)

Im
p
u
ri
ty

 D
ru

g 
P

ro
fi
lin

g 
an

d 
S
ig

n
at

u
re

 A
n
al

ys
is

　
（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

8
月

2
7
日

(水
）

G
at

h
e
ri
n
g 

o
f 

D
ru

g 
In

fo
rm

at
io

n
 a

n
d
 I
n
te

lli
ge

n
c
e
 A

n
al

ys
is

（
M

r.
 C

h
ot

ip
u
n
 ）

T
h
e
 S

tr
at

e
gi

c
 I
n
te

lli
ge

n
c
e
 A

n
al

ys
is

（
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

8
月

2
8
日

(木
）

O
p
e
ra

ti
o
n
al

 I
n
te

lli
ge

n
c
e
 A

n
al

ys
is

（
M

r.
 C

h
ot

ip
u
n
 ）

D
is

c
u
ss

io
n
（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ・
M

r.
C

h
o
ti
pu

n
)

研
修

参
加

者
：

全
国

2
4
箇

所
の

薬
物

対
策

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
／

関
係

機
関

、
C

C
D

A
C

所
属

の
捜

査
官

計
3
0
名

（
P

o
l.L

t,
2

n
d
 L

tク
ラ

ス
）

N
o
2
.

実
施

日
：

2
0
0
8
年

1
0
月

7
日

(火
）
-
9
日

(木
）
：
3
日

間

場
所

：
C

C
D

A
C

本
庁

（
ネ

ピ
ト

ー
）

講
師

：
P

o
l.L

t.
C

o
l. 

K
yi

 S
oe

（
D

e
pu

ty
 D

ir
e
c
to

r 
of

 L
aw

 E
n
fo

rc
e
m

e
n
t 

D
e
pa

rt
m

e
n
t,
 C

C
D

A
C

）

黒
川

大
助

専
門

家
(薬

物
対

策
）

M
s.

 K
an

ya
n
an

 K
o
n
gp

at
n
it
ir
o
j（

O
N

C
B

薬
物

分
析

技
術

研
究

所
上

席
研

究
官

）

M
r.
 C

h
o
ti
pu

n
 J

u
la

pe
c
h
（
O

N
C

B
薬

物
取

締
局

薬
物

捜
査

官
監

督
官

）

研
修

内
容

：

1
0
月

7
日

(火
）

D
ru

g 
S
it
u
at

io
n
 i
n
 M

ya
n
m

ar
 a

n
d
 t

h
is

 R
e
gi

o
n（

P
o
l.L

t.
C

o
l.K

yi
 S

o
e
)

Im
p
u
ri
ty

 D
ru

g 
P

ro
fi
lin

g 
an

d 
S
ig

n
at

u
re

 A
n
al

ys
is

 (
In

st
an

c
e
s 

of
 a

 d
ru

g 
pr

o
fi
lin

g)
 （

M
s.

 K
an

ya
n
an

 ）

U
si

n
g 

P
re

c
u
rs

or
 T

e
st

ki
ts

（
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

1
0
月

8
日

(水
）

G
at

h
e
ri
n
g 

of
 D

ru
g 

In
fo

rm
at

io
n
 a

n
d
 I
n
te

lli
ge

n
c
e
 A

n
al

ys
is

（
M

r.
 C

h
ot

ip
u
n
 ）

In
tr

o
du

c
ti
o
n
 o

f 
D

ru
g 

In
ve

st
ig

at
io

n
 i
n
 J

ap
an

（
黒

川
専

門
家

）

T
h
e
 S

tr
at

e
gi

c
 I
n
te

lli
ge

n
c
e
 A

n
al

ys
is

（
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

1
0
月

9
日

(木
）

O
p
e
ra

ti
o
n
al

 I
n
te

lli
ge

n
c
e
 A

n
al

ys
is

（
M

r.
 C

h
o
ti
pu

n
 ）

U
si

n
g 

S
im

p
le

 D
ru

g 
T
e
st

ki
ts

 （
M

s.
 K

an
ya

n
an

 ）

研
修

参
加

者
：

全
国

2
4
箇

所
の

薬
物

対
策

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
／

関
係

機
関

、
C

C
D

A
C

所
属

の
捜

査
官

計
3
0
名

（
P

o
l.L

t,
2

n
d

L
tク

ラ
ス

）

＊
実

績
な

し

＊
ベ

ト
ナ

ム
で

は
自

国
研

修
を

実
施

し
て

お
り

、
対

策
分

野
へ

の
当

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
は

教
材

作
成

支
援

以
外

に
実

施
し

て
い

な
い

３
．

ミ
ャ

ン
マ

ー

４
．

ベ
ト

ナ
ム
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薬
物

分
析

国
内

研
修

実
績

N
o
1.

実
施

日
：

20
08

年
3月

2
4日

(月
）
-2

6日
(水

）
：3

日
間

場
所

：
Ｎ

Ａ
Ｃ

Ｄ
 F

or
e
ns

ic
 L

ab
or

at
o
ry

講
師

：
高

市
憲

一
専

門
家

（
薬

物
分

析
）

M
s.

 K
an

ya
n
an

 K
o
n
gp

at
n
it
ir
oj

（
O

N
C

B
薬

物
分

析
技

術
研

究
所

上
席

研
究

官
）

研
修

内
容

：

1.
 G

C
-M

S
 m

ai
nt

e
na

n
ce

2.
 T

un
in

g 
of

 t
he

 G
C

-M
S

3.
 A

p
p
lic

at
io

n
 f

o
r 

th
e
 a

na
ly

si
s 

o
f 

th
e
 d

ru
g 

(O
p
iu

m
/S

ti
m

ul
an

ts
/
C

an
na

b
in

oi
ds

)

4.
 A

p
p
lic

at
io

n
 f

o
r 

th
e
 a

na
ly

si
s 

o
f 

th
e
 d

ru
g 

(C
oc

ai
n
e/

M
is

c
el

la
ne

ou
s)

5.
 M

e
et

in
g 

fo
r 

“
N

ex
t 

O
J
T
”

　
　

1
) 

Im
p
ur

it
y 

p
ro

fi
lin

g 
an

al
ys

is
 o

f 
m

e
th

am
p
h
et

am
in

e
.

　
　

2
) 

A
na

ly
si

s 
of

 t
ab

le
t 

d
ru

g.

　
　

3
) 

Im
p
ro

ve
m

e
n
t 

o
f 
c
ap

ab
ili

ty
 f

o
r 

an
al

ys
is

 o
f 

c
on

tr
o
lle

d
 d

ru
g.

研
修

参
加

者
：

D
r.
 M

ea
s 

V
yr

it
h,

 D
ir
e
ct

o
r 

o
f 

N
A

C
D

 L
ab

.

M
s.

 C
hh

im
 S

u
it
ib

un
ri
th

, 
D

ep
ut

y 
di

re
c
to

r 
o
f 

N
A

C
D

 L
ab

.

他
、

Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｄ

 Ｌ
ａ
ｂ
 ス

タ
ッ

フ
６

名
　

(計
８

名
）

N
o
2.

実
施

日
：

20
08

年
5月

2
9日

(木
）
-3

0日
(金

）
：2

日
間

場
所

：
Ｎ

Ａ
Ｃ

Ｄ
 F

or
e
ns

ic
 L

ab
or

at
o
ry

講
師

：
木

村
昌

彦
専

門
家

(薬
物

対
策

）

M
s.

 W
ip

h
ad

a 
P

A
N

O
K
（
O

N
C

B
薬

物
分

析
技

術
研

究
所

薬
物

調
査

主
任

研
究

官
）

研
修

内
容

：

1
. 
薬

物
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
機

器
類

設
置

2
. 
薬

物
外

観
検

査
研

修
1

3
. 
薬

物
外

観
検

査
研

修
2

4
. 
薬

物
外

観
検

査
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
入

力
研

修

研
修

参
加

者
：

D
r.
 M

ea
s 

V
yr

it
h,

 D
ir
e
ct

o
r 

o
f 

N
A

C
D

 L
ab

.

M
s.

 C
hh

im
 S

u
it
ib

un
ri
th

, 
D

ep
ut

y 
di

re
c
to

r 
o
f 

N
A

C
D

 L
ab

.

他
、

Ｎ
Ａ

Ｃ
Ｄ

 Ｌ
ａ
ｂ
 ス

タ
ッ

フ
４

名
　

(計
６

名
）

１
．

カ
ン

ボ
ジ

ア

 
 

－72－



N
o
1.

実
施

日
：

20
08

年
3月

1
1日

(火
）
-1

3日
(木

）
：3

日
間

場
所

：
F
D

Q
C

C
 F

or
en

si
c
 L

ab
or

at
o
ry

講
師

：
高

市
憲

一
専

門
家

（
薬

物
分

析
）

M
s.

 W
ip

h
ad

a 
P

A
N

O
K
（
O

N
C

B
薬

物
分

析
技

術
研

究
所

薬
物

調
査

主
任

研
究

官
）

研
修

内
容

：

3
月

1
1
日

(火
）

1.
 I
n
st

al
la

ti
o
n
 o

f 
e
q
u
ip

m
en

ts
 a

n
d
 i
ts

 r
e
la

te
d
 i
te

m
s 

fo
r 

ta
b
le

t 
dr

u
g 

an
al

ys
is

 (
P
C

, 
ph

o
to

c
o
py

 s
ta

n
d,

 s
o
ft

w
ar

e
, 
e
tc

.)

3月
1
2日

(水
）

2.
 P

ra
ct

ic
e
 o

f 
ta

b
le

t 
d
ru

g 
an

al
ys

is
.

3月
1
3日

(木
）

3.
 M

e
et

in
g 

fo
r 

“
D

ru
g 

an
al

ys
is

 o
f 

P
ha

se
 I
I”

　
　

1
) 

Im
p
ur

it
y 

p
ro

fi
lin

g 
an

al
ys

is
 o

f 
m

e
th

am
p
h
et

am
in

e
.

　
　

2
) 

A
na

ly
si

s 
of

 t
ab

le
t 

d
ru

g.

　
　

3
) 

Im
p
ro

ve
m

e
n
t 

o
f 
c
ap

ab
ili

ty
 f

o
r 

an
al

ys
is

 o
f 

c
on

tr
o
lle

d
 d

ru
g.

研
修

参
加

者
：

D
r.
L
at

sa
m

y 
V

O
N

G
S
A

C
K
, 
D

ir
ec

to
r 

o
f 

F
D

Q
C

C
 L

ab
.

他
 F

D
Q

C
C

ス
タ

ッ
フ

３
名

、
警

察
薬

物
担

当
官

２
名

(計
６

名
）

N
o
.2

実
施

日
：

20
0
8
年

1
2
月

1
5
日

(月
）
-
1
9
日

(金
）
：
5
日

間

場
所

：
F
D

Q
C

C
 F

or
en

si
c
 L

ab
or

at
o
ry

講
師

：
M

s.
 K

an
ya

n
an

 K
o
n
gp

at
n
it
ir
oj

（
O

N
C

B
薬

物
分

析
技

術
研

究
所

上
席

研
究

官
）

M
s.

 S
u
pa

w
ad

ee
 B

o
on

ya
p
it
ak

s（
O

N
C

B
薬

物
分

析
技

術
研

究
所

研
究

官
）

小
坂

孝
一

専
門

家
（
薬

物
分

析
）

研
修

内
容

：
1.

 T
un

in
g 

of
 t

he
 G

C

2.
 A

p
p
lic

at
io

n
 f

o
r 

th
e
 a

na
ly

si
s 

o
f 

th
e
 d

ru
g 

b
y 

G
C

3.
 I
m

pu
ri
ty

 p
ro

fi
lin

g 
an

al
ys

is
 o

f 
m

et
h
am

p
he

ta
m

in
e
.

研
修

参
加

者
：

D
r.
L
at

sa
m

y 
V

O
N

G
S
A

C
K
, 
D

ir
ec

to
r 

o
f 

F
D

Q
C

C
 L

ab
.

他
 F

D
Q

C
C

ス
タ

ッ
フ

３
名

、
警

察
薬

物
担

当
官

２
名

(計
６

名
）

N
o
1.

実
施

日
：

20
0
8
年

1
2
月

2
3
日

(火
）
-
2
4
日

(水
）
：
2
日

間

場
所

：
C

E
O

 F
or

en
si

c
 L

ab
or

at
o
ry

 (
Y
an

go
n
)

講
師

：
M

s.
 K

an
ya

n
an

 K
o
n
gp

at
n
it
ir
oj

（
O

N
C

B
薬

物
分

析
技

術
研

究
所

上
席

研
究

官
）

M
r.
 A

m
or

n
c
h
ai

 T
ri
ku

n
ak

o
rn

w
o
n
g 

（
O

N
C

B
薬

物
分

析
技

術
研

究
所

研
究

官
）

小
坂

孝
一

専
門

家
（
薬

物
分

析
）

研
修

内
容

：
1.

 B
as

ic
 K

no
w

le
dg

e
 o

f 
P

re
c
ur

so
r 

C
h
em

ic
al

s

2
. 
Id

e
n
ti
fi
c
at

io
n
 a

n
d 

A
na

ly
si

s 
of

  
P

re
c
u
rs

o
r 

C
h
e
m

ic
al

s

3.
 I
de

nt
if
ic

at
io

n
 a

n
d 

A
na

ly
si

s 
of

  
U

n
kn

o
w

n 
an

d
 F

re
qu

en
tl
y 

u
se

d
 i
n
 C

la
n
de

st
in

e
 L

ab
or

at
o
ry

 

研
修

参
加

者
：

C
E
O

 Y
an

go
n
 ６

名
、

 C
E
O

 M
an

d
al

ay
 ２

名
、

 C
ID

 Y
an

go
n
 ２

名
(計

10
名

）

２
．

ラ
オ

ス

３
．

ミ
ャ

ン
マ

ー
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N
o
1.

実
施

日
：

20
08

年
3月

1
7日

(月
）
-2

0日
(木

）
：4

日
間

場
所

：
(1

) 
IF

S
 H

an
oi

 (
3
/1

7-
18

)

(2
) 

S
IF

S
 H

o
 C

hi
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CLMV諸国向け成果 達成状況（2009年1月現在） プロジェクト終了までの計画 
＜１＞外観検査技術を含む

薬物分析技術の向上 
－ATSの不純物分析を各国2
名以上のC/Pが確実に身につ

ける／教えられるようにな

る 
－外観検査データが各国で

データベースに入力される 
 

[All CLMV] 
- フェーズ１において各国2名以上の薬物鑑定官が

ATSの不純物分析技術を身につけた。 
- タイにおける第三国研修で、各国2名ずつの薬物

鑑定官が研修を受講した（ATSの不純物分析、他）

（2007年7月）。 
- 三カ国とも外観検査の薬物分類については、

ONCB方式を採用することで同意している。 
[カンボジア] 
- 不純物分析を含む薬物分析研修を2008年3月

24-26日および5月29-30日に実施。 
- NACDの分析官1名がATSの不純物分析を日常業

務でも実施している。  
- データベースについて、ラボ内で1名の管理者、2

名のオペレーターを任命。 
[ラオス] 
- 不純物分析を含む薬物分析研修を2008年3月

11-13日および12月15-19日に実施。 
- FDQCCの分析官1名が通常カラーテスト、TLC、

GCを使った定性分析を実施。  
- 不純物分析については、19サンプルを実施中であ

るが未完了。  
- FDQCCには薬物分析に係る参照基準がほとんど

ない。 
- タイのコンサルタントおよびJICA専門家による

データベースのインストールおよび操作研修を1
月21-22日に実施。 

- ラボ内で1名の管理者兼オペレーターを任命。 
*取締官向け研修も同様 
 
[ミャンマー] 
- 前駆物質分析の研修を2008年12月23-24日に実

施。 
- CEO では通常1名の分析官がカラーテストおよ

びTLCを実施。マンダレーの分析官1名はGC-MS
を使った定性分析を実施。  

- CEO には薬物分析に係る参照基準がほとんどな

い。 
- データベースについては、ヤンゴンでは1名の管

理者と6名のオペレーター（管理者含む）、マンダ

レーでは1名の管理者と3名のオペレーター（管理

者含む）を操作研修要員として任命。 
[ベトナム] 
- 不純物分析を含む薬物分析研修を2008年3月

17-20日に実施。 
- IFSではATSの不純物分析ができる分析官が6名

いる。（4人ハノイ、2人ホーチミン） 

 
- CLMにおけるできる限り

の薬物分析技術の改善が

望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
- データベースのインスト

ールおよび操作研修を1月
29-30日に実施予定。  

*取締官向け研修も同様 
 
 
- 薬物分析研修を2月3-4日に

実施予定。 
 
 
 
 
 
 
- 2月か3月にデータベース

の運用の進捗に合わせた

技術的なフォローアップ

を検討。  
 
 
 
- 3月に薬物分析研修を実施

予定。 
 
- データベースのインスト

ールおよび操作研修を2月
13-14日に実施予定。  

*取締官向け研修も同様 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．CLMV諸国の活動進捗と今後の計画 
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- タイのコンサルタントおよびJICA専門家による

データベースのインストールおよび操作研修を1
月6-7日に実施。 

*取締官向け研修も同様 
- ハノイおよびホーチミンでそれぞれ1名の管理者

兼オペレーターを任命。 
 

 
 

＜２＞薬物分析機器のメン

テナンスを行う体制が構築

される 
－GCがフェーズ２実施中の

稼動＋フェーズ２終了後も

一定期間は稼動しているこ

と 
－GCメンテナンス研修を実

施する 
－CLMV各国でGC消耗品・

スペアパーツ等の購入ルー

ト、費用、調達に必要な時間

等の情報を整備し、この情報

をC/Pが持っている（知って

いる） 
 

[All CLMV] 
- 2008年8月にJICAベトナム事務所でTramat社と

GC維持管理および維持管理研修に係る契約を締

結。 
[カンボジア] 
- 2008年10月13-15日にTramat社によるGC維持管理

研修を実施。 
- NACDはカンボジア国内にあるMedicom社を通

じてTramat社にスペアパーツおよび消耗品調達

に係るコンタクトをとっている。  
- ガス発生装置の代わりにガスボンベを調達。  
- NACDラボは、財務局に$30,000のCD維持管理経

費を申請中。  
[ラオス] 
- 2008年10月1-3日にTramat社によるGC維持管理研

修を実施。 
- 2008年11月にFDQCCがGC修理のためにTramat社

に連絡。  
- FDQCCはスペアパーツや試薬、消耗品調達のた

めに、自身でTramat社もしくは地元エージェント

に連絡している。  
- FDQCCにおけるGC維持管理のための予算は十

分確保されていない。 
[ミャンマー] 
- 2008年11月13-15日にTramat社によるGC維持管理

研修を実施。 
- タイのBang Trading社がガス発生装置を修理。 
- CEOはTramat社にスペアパーツおよび消耗品調

達に係るコンタクトをとっている。  
- CEOは警察当局に対して年間$1,000のGC維持管

理経費を申請中。 
- ミャンマーではガスや試薬等に対する輸入制限

がある。 
 [ベトナム] 
- 2008年9月16-18日にTramat社によるGC維持管理

研修をハノイおよびホーチミンで実施。 
- IFSの独自予算により、Tramat社の同様の研修を

3、4人の分析官向けに実施。  
- IFSでは、独自予算で必要なスペアパーツや試薬、

消耗品を調達している。 
 

 
 
 
 
 
- GC持続的な維持管理に係

る予算獲得の努力を支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
- GC持続的な維持管理に係

る予算獲得の努力を支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
- GC持続的な維持管理に係

る予算獲得の努力を支援 
 
 
 
 

－76－



 

＜３＞薬物分析結果が活用

されるための薬物データベ

ース構築 
－薬物分析機関並びに薬物

対策／取締機関においてデ

ータベース構築の準備体制

が整う 
－薬物対策・取締機関におい

て、薬物データベースにデー

タが継続的に入力されるよ

うになる 
 

[All CLMV] 
- 2008年1-5月に暫定版によりCLV諸国に対してデ

ータベースの基本コンセプトを説明。 
[カンボジア] 
- DICで1名の管理者、1名のオペレーターを任命。

 
 
 
 
 
[ラオス] 
- タイのコンサルタントおよびJICA専門家による

データベースのインストールおよび操作研修を1
月21-22日に実施。 

- DCDで3名の管理者、1名のオペレーターを任命。

[ミャンマー] 
- CCDACのDrug Control Centerにおける2名の管理

者兼オペレーターを任命。 
 
 
 
 
 
[ベトナム] 
- 1月6-7日にCNPDおよびSODCにデータベースが

インストール済み。 
- CNPDで1名の管理者兼オペレーターを2名。 
- 各サーバーとクライアントPCがまだつながって

いない。 
 

 
 
 
 
 
- データベースのインスト

ールおよび操作研修を1月
29-30日に実施予定。  

*JICA専門家およびコンサルタ

ントがデータベース運用状況

をモニターする。  
 
- 2月か3月にデータベース

の運用の進捗に合わせた

技術的なフォローアップ

を検討。 
 
 
- データベースのインスト

ールおよび操作研修を2月
13-14日に実施予定。 

*JICA専門家およびコンサルタ

ントがデータベース運用状況

をモニターする。 
 
-早期にベトナム政府が各サー

バーとクライアントPCを接続

することを検討が期待される。

＜４＞薬物対策／取締機関

における簡易判定試薬活用 
－簡易判定試薬の使用法に

ついて、各国講師（C/P）に

より、自国の薬物取締官への

研修が実施される 
－簡易判定試薬が調達され、

各国内で薬物取締機関へ配

布される 
 

[All CLMV] 
- <6>の薬物取締りセミナーにおいて、薬物取締活

動への簡易判定試薬の活用の有用性について各

国の理解を共有。  
[カンボジア] 
- 2008年11月28日に簡易判定試薬を供与。（Marquis 

Test: 3000, Simon Test: 2000, Cobalt Thiocyanate 
Test: 1200） 

*Another JICA bilateral project implemented trainings on 
the use of field test kits.   
[ラオス] 
- 各地域での薬物取締りセミナーの際に簡易判定

試薬を供与。（Marquis Test: 2000, Simon Test: 1800, 
Cobalt Thiocyanate Test: 800）  

-  
[Myanmar] 
- 2008年8月の薬物取締りセミナーおよび他の機会

において26すべての地域支所に簡易判定試薬を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
- DCDが簡易判定試薬活用

のガイドラインを策定し、

年2回活用状況をモニタリ

ングする予定。 
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配布済み。 
（Marquis Test: 3950, Simon Test: 1550, Cobalt 
Thiocyanate Test: 2950） 

- ONCBの独自予算による簡易判定試薬を配布実

績あり。 
- 在ミャンマータイ大使館におけるONCBスタッ

フの支援により簡易判定試薬の使用マニュアル

を翻訳し、26の地域支所に配布。 
[ベトナム] 
- JICAで予算支援をしてIFSが200セット(60 testers / 

set)の簡易判定試薬を作成し、2008年7月17日に 
CNPDに供与。  

- 72セットは研修で使用し、38セットは地方警察に

配布。 
 

＜５＞薬物取締官のための

マニュアル・ハンドブック整

備 
－各国の薬物対策現地国内

研修等に向けて、各国C/Pに
より、最低1種類はマニュア

ル・ハンドブック・教科書等

が作成される 
 

[カンボジア] 
- NACDは“Field guide for technical operation for 

chemical and drug control”のドラフトを確定させ、

長官の承認待ち。  
[ラオス] 
- DCDは薬物法執行マニュアルのドラフトを確定

させ、大臣の承認待ち。 
 
[ミャンマー] 
- CCDACは薬物法執行マニュアルを300部作成し、

26すべての地域支所に配布済み。  
 
[ベトナム] 
- CNPDは薬物捜査テキストをJICA支援により作

成。SODCでも独自予算で薬物捜査マニュアルな

どを作成。 
- IFSはJICA支援により薬物分析パンフレットを作

成。  
 

 
- 2月までに承認されれば、

2000部の印刷経費を支援

予定。 
 
- 2月までに承認されれば、

150部の印刷経費を支援予

定。 
 
- CCDACは事例情報を追加

して、増刷することも検討

中。 
 

＜６＞薬物取締官の知識・技

術向上（取締り一般、分析結

果の活用） 
－各国においてC/Pが講師と

なって現地国内研修が2回以

上開催される 

[カンボジア] 
- 薬物法執行研修を以下のとおり実施。  

1. 2008年11月24-28日、プノンペン、  
警察・税関・NACD等から79名の参加  

- NACDには法執行に関する講義をするスタッフ

が何人かいる。  
- NACDは研修実施のための予算を十分確保して

いない。  
*JICAの別の二国間プロジェクトでも法執行セミナー

を実施。 (e.g. 2008年4月24日、シェムリアップ) 
[ラオス] 
- 薬物法執行研修を以下のとおり実施。 

1. 2008年11月4-7日、ビエンチャン  
中央地域の警察官30名が参加。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
- 2009年2月3-5日にルアンパ
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2. 2009年1月13-16日、パクセ  
南部地域の警察官32名が参加。 

- LCDC とDCDには、薬物対策および薬物法執行

に関する講義ができるスタッフが何人かいる。 
- LCDCは研修実施のための予算を十分確保して

いない。  
[ミャンマー] 
- 薬物法執行研修を以下のとおり実施。 

1. 2008年8月26-28日、ネピトー、 
CCDACの地域支所から30名が参加。 

2. 2008年10月7-9日、ネピトー、 
CCDACの地域支所から30名が参加。 

- CIDは若手捜査官向けに薬物捜査および情報に

関する独自の研修を年1、2回実施している。 
- CID とCCDACには、薬物対策および薬物法執行

に関する講義ができるスタッフが何人かいる。 
[ベトナム] 
- 2008年にJICAが80人の警察官を対象とした薬物

法執行研修の予算を支援。  
- CNPDは独自に地方警察官を対象とした法執行

研修を年2、3回実施。 
- タイでの地域研修参加者の何人かはCNPDでの

研修の講師となっている。 

バンで北部地域の警察官

向けに薬物法執行研修実

施予定。 
 
 
 
 
 
- 2009年2月17-19日にネピト

ーでCCDACの地域支所の

警察官向けに薬物法執行

研修実施予定。 
 

Notes:  

NACD: National Authorities for Combating Drugs (Cambodia) 

DIC: Drug Information Center (Cambodia) 

 

LCDC: Lao National Commission for Drug Control and Supervision (Lao P.D.R.) 

DCD: Drug Control Department, Ministry of Public Security (Lao P.D.R.) 

FDQCC: Food and Drug Quality Control Center, Ministry of Health (Lao P.D.R.) 

 

CCDAC: Central Committee for Drug Abuse Control, Myanmar Police Force (Myanmar) 

CEO: Chemical Examiner’s Office, Myanmar Police Force (Myanmar) 

 

SODC: Standing Office on Drug Control (Vietnam) 

CNPD: Counter Narcotics Police Department (Vietnam) 

IFS: Institute of Forensic Science (Vietnam) 

 
ONCB: Office of Narcotics Control Board (Thailand) 

JICA: Japan International Cooperation Agency (Japan) 
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題
で

あ
っ

た
。

さ
ら

に
90

年
代

に
、

ベ
ト

ナ
ム

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

で
も

汚
染

が
進

ん

だ
。

薬
物

の
種

類
も

、
大

麻
、

ア
ヘ

ン
、

ヘ
ロ

イ
ン

な
ど

か
ら

、
A

TS
や

コ
カ

イ
ン

な
ど

の

合
成

薬
物

に
移

っ
て

き
て

お
り

、
生

産
が

よ
り

巧
妙

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
 

・
タ

イ
：

第
9次

国
家

経
済

社
会

計
画

（
20

02
-0

6）
で

は
、

薬
物

問
題

が
政

府
の

重
点

政
策

に
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。
20

07
年

に
は

薬
物

関
連

司
法

手
続

き
が

改
定

さ
れ

る
な

ど
、

引
き

続
き

関
心

が
高

い
。

 

高
い

 

 

教
官

候
補

者
個

人
の

ニ
ー

ズ
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
整

合
性

 

同
上

 
-フ

ェ
ー

ズ
Iを

通
じ

て
、

O
N

C
B
は

高
い

能
力

を
持

つ
職

員
を

擁
し

て
お

り
、

彼
ら

を
イ

ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

と
し

て
設

定
す

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

・
グ

ル
ー

プ
の

選
択

は
適

切
な

も
の

で
あ

っ
た

。
職

員
の

高
い

能
力

を
地

域
に

お
い

て
示

す
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
彼

ら
の

コ
ア

業
務

に
お

け
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

る
こ

と
に

な
る

。
 

高
い

 

 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

選
択

は
適

切

だ
っ

た
か

。
 

N
A

TS
I、

O
N

C
B
の

組
織

と
し

て
の

ニ
ー

ズ
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
整

合
性

 

 
 

N
A

TS
Iや

O
N

C
B
に

と
っ

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
タ

ー
ゲ

ッ
ト

・
グ

ル
ー

プ
の

活

動
に

よ
っ

て
、

組
織

自
体

の
プ

レ
ゼ

ン
ス

の
向

上
に

貢
献

し
、

ひ
い

て
は

C
LM

V
諸

国
の

薬

物
取

締
り

及
び

薬
物

分
析

能
力

の
強

化
に

寄
与

し
て

い
る

。
 

高
い

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
援

助
の

優
先

課
題

を
扱

っ
て

い
る

か
。

 

O
D

A
政

策
文

書
 

-O
D

A
大

綱
(2

00
3年

)で
は

、
地

球
的

規
模

の
問

題
へ

の
取

り
組

み
が

重
点

課
題

(3
)と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

て
お

り
、

そ
の

中
に

違
法

薬
物

問
題

も
含

ま
れ

て
い

る
。

 
-O

D
A
中

期
政

策
（

20
05

年
2月

）
で

も
、

違
法

薬
物

問
題

を
地

球
的

規
模

の
問

題
と

し

て
、

O
D

A
に

よ
り

解
決

す
べ

き
問

題
と

し
て

い
る

。
 

-対
タ

イ
国

別
経

済
協

力
計

画
（

20
06

年
5月

）
で

は
、

タ
イ

の
援

助
国

化
を

支
援

し
、

人
間

の
安

全
保

障
及

び
社

会
の

安
定

化
の

た
め

に
、

対
処

す
べ

き
問

題
と

し
て

麻
薬

問
題

も
挙

げ
ら

れ
て

お
り

、
整

合
性

が
高

い
。

 

高
い

 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
日

本
の

国
別

援
助

計

画
お

よ
び

JI
C

A
の

国
別

事
業

実
施

計
画

に
合

致
し

て
い

る
か

。
 

JI
C

A
の

国
別

事
業

実
施

計

画
と

の
整

合
性

 
JI

C
A
国

別
事

業
実

施
計

画
 

-国
別

事
業

実
施

計
画

(2
00

6年
10

月
)で

は
、

上
記

タ
イ

経
済

協
力

計
画

と
同

様
の

分
野

を

援
助

重
点

分
野

と
し

て
お

り
、

整
合

性
が

高
い

。
 

高
い

 

 
日

本
の

技
術

的
な

優
位

性
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

連
文

書
 

-日
本

は
薬

物
分

析
に

十
分

な
経

験
を

有
し

、
専

門
家

は
薬

物
分

析
、

取
締

り
に

関
わ

る
技

術
を

タ
イ

及
び

C
LM

V
機

関
に

移
転

す
る

能
力

を
持

つ
。

 
高

い
 

 

手
段

と
し

て
の

適
切

さ
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
策

定

（
地

域
協

力
案

件
）

の
適

切
さ

 

同
上

 
広

域
案

件
と

し
て

の
枠

組
み

に
関

す
る

関
係

国
間

の
合

意
形

成
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始

後
に

行
わ

れ
た

た
め

、
枠

組
み

形
成

プ
ロ

セ
ス

と
し

て
の

妥
当

性
は

十
分

と
は

い
え

な

い
。

 
中

程
度
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評
価

調
査

項
目

 
評

価
項

目
大

項
目

 
小

項
目

 
判

断
方

法
 

評
価

内
容

サ
マ

リ
ー

 
評

価
 

有
効

性
 

効
果

の
達

成
状

況
 

 
（

実
績

表
参

照
）

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

進
捗

、
達

成

に
、
貢
献
し
た
外
部
要
因
は
あ
る
か
。

 
 

-カ
ン

ボ
ジ

ア
に

、
JI

C
A
か

ら
薬

物
対

策
の

長
期

派
遣

専
門

家
が

派
遣

さ
れ

て
お

り
、

ス
ム

ー
ズ

な
連

携
、

相
乗

効
果

が
図

ら
れ

た
。

 
高

い
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

進
捗

、
達

成

を
阻

害
し

た
外

部
要

因
は

あ
る

か
。

G
C
等

機
材

の
稼

働
状

況
。

そ
の

他
 

外
部

要
因

の
特

定
 

C
LM

V
か

ら
日

本
へ

の
C

LM
V
か

ら
JI

C
A
へ

の
要

請
書

の
到

達
が

遅
れ

、
C

LM
V
に

お
け

る

活
動

開
始

が
遅

れ
た

。
 

中
程

度
 

 
 

 
 

 
 

評
価

調
査

項
目

 
評

価
項

目
大

項
目

 
小

項
目

 
判

断
方

法
 

評
価

内
容

サ
マ

リ
ー

 
評

価
 

効
率

性
 

日
本

人
専

門
家

の
数

、

時
期

、
専

門
分

野
 

日
本

人
専

門
家

の
投

入
の

全
体

規
模

は
適

切
で

あ
っ

た
が

、
最

終
の

8ヶ
月

に
活

動
負

荷
が

集
中

し
て

し
ま

っ
た

。
 

中
程

度
 

投
入

機
材

の
項

目
、

仕

様
、

投
入

時
期

 
G

C
な

ど
の

主
な

機
材

が
フ

ェ
ー

ズ
Iで

導
入

さ
れ

て
お

り
、

フ
ェ

ー
ズ

II
で

は
、

円
滑

に
業

務
を

開
始

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

高
い

 
（

投
入

の
適

切
さ

と
成

果

の
発

現
）

 

成
果

に
対

し
て

投
入

は
適

切
で

あ
っ

た
か

。
 

タ
イ

側
カ

ウ
ン

タ
ー

パ

ー
ト

の
数

、
時

期
、

専

門
分

野
 

投
入

と
活

動
状

況
の

比
較

 

タ
イ

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
は

十
分

な
能

力
を

持
っ

て
お

り
、

配
置

も
適

切
で

あ
っ

た
。

経
験

を
持

っ
た

N
A

TS
Iの

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
一

人
が

、
20

08
年

11
月

に
異

動
し

た
。

 
高

い
 

 
成

果
は

効
率

的
に

達
成

さ
れ

た
か

。
成

果
１

は
効

率
的

に
達

成
さ

れ
た

か
。

 
日

本
側

か
ら

の
機

材
の

投
入

が
少

な
く

て
も

、
十

分
な

成
果

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
高

い
 

 

 
成

果
２

は
効

率
的

に
達

成
さ

れ
た

か
。

 
-O

N
C

B
は

彼
ら

自
身

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

に
よ

り
、

薬
物

取
締

官
の

訓
練

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
-新

た
に

開
発

し
た

O
N

C
B
の

薬
物

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

は
、

C
LM

V
で

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
と

同

様
の

デ
ー

タ
構

造
を

有
し

て
お

り
、

将
来

の
効

率
的

な
デ

ー
タ

交
換

を
実

現
し

う
る

。
 

高
い

 

 
 

成
果

３
は

効
率

的
に

達

成
さ

れ
た

か
。

 

成
果

と
投

入
の

比
較

 

リ
ー

ダ
ー

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

C
LM

V
向

け
活

動
の

最
初

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
各

国

に
薬

物
分

析
と

薬
物

取
締

り
に

か
か

る
標

準
的

な
知

識
を

効
率

的
に

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

高
い

～
 

中
程

度
 

 
効

率
性

に
、

貢
献

し
た

外
部

要
因

は

あ
る

か
。

 
 

貢
献

要
因

の
特

定
 

O
N

C
B
が

、
カ

ン
ボ

ジ
ア

及
び

ミ
ャ

ン
マ

ー
を

2国
間

ベ
ー

ス
で

支
援

し
て

い
る

。
 

高
い

～
 

中
程

度
 

 

効
率

性
を

阻
害

し
た

外
部

要
因

は
あ

る
か

。
 

 
阻

害
要

因
の

特
定

 
-ミ

ャ
ン

マ
ー

に
お

け
る

G
C
が

長
期

間
使

用
で

き
な

い
状

態
に

あ
っ

た
。

試
薬

、
付

属
品

、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

・
サ

ー
ビ

ス
が

C
LM

V
各

国
内

で
、

容
易

に
調

達
で

き
な

い
場

合
が

あ
る

。

-輸
入

手
続

き
等

の
た

め
、

試
薬

、
付

属
品

の
調

達
に

相
当

な
時

間
が

か
か

り
、

活
動

予
定

の
作

成
を

前
倒

し
で

行
う

必
要

が
あ

っ
た

。
 

中
程

度
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